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す松岡小学校に運ばれたペチュニアを囲んで

柴田さんのハウスの中で今

ゼントされました。

子どもたちと配色などを相談しながら、－足早く
かれん

手入れされた学校の花壇。咲きそろった可憐な花々

の周りには、蜜を吸いに集まった虫たちが飛び交い、

その向こう側には‘虫の動きにじ－つと見いる子ど

もたちのあどけない顔に出会えました。

「花を楽しんでもらえたら」と、柴田正雄さん

（高萩）のハウスいつぱいに咲き出したヒメコスモ

スの苗が各小・中学校や幼稚園などにプレゼント

されました。また、花壇苗の生産晨家などのみなさ

んで組織した高萩市花き振興対策協議会からもペチ

ュニアなどの苗が‘ 6つの小学校や福祉施設にブレ



任
三
の
植
物
学
へ
の
取
り
組
み
は
、
明
治
一

○
年
、
当
時
植
物
学
を
研
究
し
て
い
た
東
京
帝

国
大
学
教
授
だ
っ
た
矢
田
部
良
吉
と
の
出
会
い

と
、
同
大
学
植
物
園
に
奉
職
し
た
の
が
始
ま
り

で
す
。
鉄
道
の
な
い
時
代
に
矢
田
部
教
授
と
と

も
に
二
○
○
回
以
上
の
植
物
採
集
旅
行
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
旅
行
で
採
集
さ
れ
た
膨

大
な
数
の
植
物
は
、
教
授
と
し
て
多
忙
だ
っ
た

矢
田
部
教
授
の
指
示
を
受
け
な
が
ら
、
任
三
が

実
際
に
標
本
を
作
成
し
、
こ
れ
を
同
定
（
生
物

の
分
類
上
の
所
属
を
決
定
す
る
こ
と
）
し
て
標

本
室
に
納
め
て
い
き
ま
し
た
。

琴
学
問
と
し
て
の
植
物
学
を
確
立
す
る
蓼

当
時
の
植
物
名
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
薬

草
を
主
と
し
た
本
草
学
に
よ
っ
て
和
名
は
あ
っ

た
も
の
の
、
学
名
に
つ
い
て
は
外
国
人
の
手
に

よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
だ
け
で
し
た
、

そ
の
た
め
、
任
三
は
外
国
の
文
献
や
本
草
学
の

書
物
を
手
掛
か
り
に
調
査
・
研
究
を
進
め
る
と

と
も
に
、
す
で
に
海
外
の
学
者
に
よ
っ
て
付
け

ら
れ
た
学
名
に
つ
い
て
は
、
そ
の
国
の
学
者
に

標
本
二
部
を
送
っ
て
確
認
の
後
に
一
部
を
返
送

し
て
も
ら
う
な
ど
、
地
道
な
作
業
を
続
け
な
が

ら
一
つ
一
つ
同
定
し
て
い
き
ま
し
た
。
め
い
い

こ
れ
ら
の
成
果
は
、
『
日
本
植
物
名
彙
』
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
日
本
人
の
手
に
よ
る
初
め
て
の
日
本
植
物

ー

じ
ん
ぞ
》
う

松
村
任

明治から大正にかけて模索を続ける日本植物学界の黎明期にあって、

世界に目を向けながら地道な研究や調査を重ね、数多くの業績とともに

日本の植物学の基礎をつくった松村任三。

市内下手綱出身の世界的に著名なこの植物学者が没して、今年は70年

目にあたります。

今月号では、この「松村任三』について紹介します。

郷
土
が
生
ん
だ
世
界
的
植
物
学
者

ー

ソメイヨシノのタイプ標本

［東京大学植物標本資料室蔵］

学名を付ける時のモデルとなったタ

イプ標本。任三が採集し作った標本の

一つで、学名には66Matsumura"の名

前があります（写真下)。

現在、東京大学植物標本資料室には、

約170万点の標本がありますが、明治

10年から同20年にかけての標本の多く

は、矢田部教授と松村任三によって採

集されたものといわれています。

１
》

蕊溌
1回】里ﾛ:回1,底固『弛れ､:､

､綱 瀦二痕川､､,論理配'T＞

、垂一=＝昌一竺二姜
、 ､‘, ：.｡『> :凝るｲﾙ耗裁課普塁

〃ﾙγ“拳息癖斌蕊率鐡
､ § ､､､, ､ 品妥需忠暫全轌￥藩』為

零s･Herba豆umUniverSitatisTokyoe

東京大学理学部植総学教室

RoBaCeae7Sbユat。

Pr'mmm(ce魂固唾>が蕊牢立誕g雄t這皿ur感
2



松村任三の歩んだ道
(1856-1928） （＊年齢は数え年）
安政3年(1856) 1月9日多賀郡下手綱村

（現在の高萩市下手綱）に生まれる。幼

名は辰太郎。
こうしんせい

Ⅱ15歳明治3年(1870） 貢進生として大学

南校（現東京大学）に入学。元服して名
を任蔵（後に任三）と改める。

21歳明治9年(1876) 開成学校となった

： 同校を退学。

〆22歳明治10年(1877） 東京帝国大学植物

園に奉職。エドワード､モースの助手と

して日本初の大森貝塚の発掘調査に参加。

25歳明治13年(1880） 小石川植物園植物

取調方になる。当分、東京帝国大学理学

部植物実験室に勤務。

28歳明治16年(1883） 東京帝国大学助教

の
総
覧
と
し
て
高
い
評
価
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
名
彙
で
こ
れ
ま
で
和
名
で
呼
び
慣
ら
わ

さ
れ
て
き
た
植
物
の
学
名
が
提
示
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
う
し
て
日
本
植
物
に
つ
い
て
、
本
草

学
の
時
代
以
降
蓄
積
さ
れ
て
き
た
知
識
が
、
植

物
学
と
い
う
学
問
の
体
系
の
中
で
位
置
づ
け
ら

れ
、
活
用
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
（
『
日
本
植
物
研
究
の
歴
史
』
東
京
大
学

理
学
博
士
大
場
秀
章
教
授
編
東
京
大
学
出

版
会
）任

三
の
発
表
し
た
学
術
論
文
は
五
○
編
以
上
、

著
書
は
二
○
冊
以
上
に
及
ん
で
い
ま
す
。
著
書

で
は
、
前
出
の
『
日
本
植
物
名
彙
』
の
ほ
か
、

代
表
的
な
も
の
と
し
て
『
帝
国
植
物
名
鑑
』
や

『
新
撰
植
物
図
編
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

前
者
は
日
本
の
植
物
を
集
大
成
し
た
総
合
目
録

蓼
日
本
植
物
学
の
基
礎
を
作
る
写

で
、
明
治
三
七
年
か
ら
同
四
五
年
に
か
け
て
出

版
さ
れ
、
後
者
は
日
本
植
物
の
新
し
い
図
説
と

し
て
明
治
四
四
年
か
ら
大
正
一
○
年
ま
で
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。
任
三
は
こ
れ
ら
の
著
書
を
と
お

し
て
、
世
界
の
植
物
学
界
に
日
本
の
植
物
を
紹

介
し
て
い
き
ま
し
た
。

任
三
は
日
本
植
物
学
界
の
黎
明
期
に
あ
っ
て
、

た
い
じ

世
界
と
日
本
の
植
物
学
を
対
時
し
な
が
ら
、
そ

し
ん
し

の
基
礎
づ
く
り
に
真
蟄
に
取
り
組
み
、
数
多
く

の
業
績
を
残
し
て
き
ま
し
た
。
後
に
任
三
の
教

え
を
受
け
て
『
新
日
本
植
物
図
鑑
一
を
著
し
た

牧
野
富
太
郎
は
、
植
物
名
に
「
マ
ッ
ム
ラ
」
の

学
名
を
付
し
て
そ
の
功
績
を
称
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
任
三
が
学
名
を
付
け
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

や
ワ
サ
ビ
、
ハ
マ
ギ
ク
な
ど
に
は
、
今
で
も
そ

の
名
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
村
は
、
日
本
の
植
物
学
の
流
れ
、
欧
米
の

植
物
学
界
の
状
況
の
中
で
、
自
ら
の
位
置
を
将

来
に
向
け
た
基
礎
作
り
に
あ
る
と
認
識
し
て
い

た
、
と
私
た
ち
は
考
え
て
い
る
。
（
前
掲
）

授になる。これまで魚閣窓の成果をまと
めて『植物採集及び乾脂法』を著す。

めいい

29歳明治17年(1884） 旧本植物名彙j、

『琉球植物説』を著す。

31歳明治19年(1886） ドイツのウルツベ

ルグ大学で植物生理学を、翌年にはハイ

デルベルグ大学に転学して植物分類学を

学ぶ。明治21年に帰国。

35歳明治23年(1890） 理科大学教授に就

任。

42歳明治30年(1897） 東京帝国大学附属

小石川植物園の初代園長となる。植物学

教場も小石川植物園に移る。

51歳明治39年(1906） スコットランドの

アバディーン王室大学創立400年式典に

東京帝国大学の代表として出席し、名誉

哲学博士の学位を贈られる。

57歳明治45年(1912） 『帝国植物名鑑顕

花部(後編)』、 『新撰植物図編』を著す。

65歳大正9年(1920） 勲一等瑞宝章を受

ける。

67歳大正11年(1922） 東京帝国大学教授

を辞任。東京帝国大学名誉教授の称号を

贈られる。

70歳かん古手14年(1925） 子孫のため自筆の
『観照先生寿碑」を建立する。

73歳昭和3年(1928)5月4日東京・本

郷の自宅で没。赤塚墓地（高萩市上手

綱）に埋葬。
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エ
ン
グ
ラ
ー
来
日
時
の
記
念
写
真

［
小
石
川
植
物
園
集
会
所
前
で
写
す
］

霞
志
到 琴 ＝

劇”’

言L

＃"
麟' {

ー

大正2年(1913)7月にベルリン大学教授で世界的植物分類学者

のエングラーが来日した時の記念写真。前列左から2人目が松

村任三、その隣がエングラー、後列左から3人目が牧野富太郎。

本ソメイヨシノやワサビの名づけ親

｢松村任三」を出版
’の業績を訪ねる視察研修会小石川植物園へ『松村任三』

生涯学習推進協議会な

どが主催して行ったこ

の研修会には、 43名が

参加。任三がその学名

を付けたソメイヨシノ

の並木などを見学しま

した｡

この本は、市内の

幼稚園や小・中学

校、高等学校、図

書館、歴史民俗資

料館などに備えて

ありますので、ご

活用ください。
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